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１．釜石市「バイオマス産業都市」に向けた、再生可能エネルギー固定価格買取
制度（FIT）適用の有機廃棄物バイオマスメタンガス発電システムを、市町村で
全国初の建設とする。

２．本システムの画期的な特徴は、有機廃棄物のナノ化グラインダー（NGU）を
軸に据えたNSP社独自の技術群を中核とする。

３．バイオマスメタンガス発電システムの目標は、これまでは処理対象であった
有機廃棄物を、新たな廃棄物や排液を生成することなしに、FITという政府の
政策方針に沿って、エネルギー資源として利用するものである。

―どの地域でも最大需要の一つである電気・ガスの一部を自給することで、

新たな産業・雇用につながることとなる。

構想目標
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本システム技術の優位性
～３Rによる完全なゼロ‐エミッションを達成可能～

 他の物理的または化学的処理システムと比較し、コスト（イニ
シャル・ランニング）が抑えられる。

 国内CDM法に適合したシステムである。

 残渣はゼロとすることが可能。

・液肥を含む廃棄物処理費を大幅に削減し、液肥も乾燥パウ
ダー化でき、かつウイルス対策ともなるシステムを組込む。

 排液をゼロとし、水のリサイクルも可能なシステムにもできる。

 省スペース設計。

 地球・環境に優しい、有機物のエネルギー転換技術である。

 既存のバイオマスメタンガス設備の改善・改良対応も可能で
ある。
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１．本バイオマスメタンガス発電（熱電併給）システムは、従来の燃焼炉による有機廃

棄物処理に比べ、水分を大量に含んだ有機廃棄物を（燃焼しやすく）乾燥させる

必要がなく、かつ有機物をNGU（ナノ化グラインダーユニット）でナノ化することで、

地元の土着微生物菌による有機物を消化する働きを飛躍的に高め得ることが最

大の特徴。

２．この有機廃棄物は、CH4（メタンガス）やCO2、水、およびそれに溶解した塩類に効

率よく転換するため、生成される熱をメタンガス発酵槽の加熱に利用し、処理水液

も下水処理場に戻すなど、プロセスの効果的な統合技術も導入。

３．結果、以下のような多くの効果が実現できる。

－有機成分のメタンガス化効率：現状30～50％ ⇒ 本システム90％以上

－消費電力の大幅減少 ⇒ エネルギー（電力・熱）生成効率の大幅向上

－残渣（スラッジ）を無機物のみに大幅削減：現状 ⇒ 本システム１/50化

－施設の省スペース化：現状 ⇒ 本システム約1/11化

本システム基幹技術の特徴
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原料 93.7t（水分85％）/日
23.15 CODt/日
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発電40% 効率
30,276 kwh/日

AD排出

UF 
排
出

ﾊﾞｲｵﾏｽ又はｽﾗｯｼﾞ流量

液体流量

ガス流量

熱加熱（発電熱エネルギー）

NGUNGU

NSP嫌気性バイオマス プロセスフロー

排気ガス
活性炭吸着塔ﾟ
排気ガス
活性炭吸着塔ﾟ Heat
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排気物受け
入りピット

500㎥

排気物受け
入りピット

500㎥

廃棄物原料

RORO

リサイクル：綺麗な水

F=105㎥/日
リサイクル：綺麗な水

F=105㎥/日

液肥

肥料パウダー
F = 4t/日

肥料パウダー
F = 4t/日

排
出

原料明細
：畜糞 66.7 t/日
：魚残渣残渣 13.0 t/日
：下水、浄化槽集落他 14.0 t/日 メタンガス98N㎥／日

フレームジェット（FJ）
燃料使用メタンガス

ﾌﾚｰﾑ
ｼﾞｪｯﾄ
（FJ）

ﾌﾚｰﾑ
ｼﾞｪｯﾄ
（FJ）

瞬間乾燥

前処理原料設備

消化液処理及び製品

メタン発酵槽•発電設備

過剰
ﾊﾞイｵｶﾞｽ

バイオガス
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●下水汚泥電力価格：39円/kwh、買い上げ期間20年（12年4月調達価格等算定委員会）

＜前提＞

参考：釜石市バイオマスメタンガス発電の経済性

現状① 高効率ガス発電システム②
EBITDA③

（追加運転費控除後）
イニシャルコスト④

（④／③）

原料

購入電力量
Kw/h

廃棄物処理量
（年間費用）

(0.95億円)
93.7t/日
（水分85%）

発電電力量 1260 kw 電力収益 （4.31億円）

汚泥処理費

( 0.073 億円)

小計 3.13億円

14.92億円

償却年
数4.76年

（IRR:21.0%）

プラント運転コスト (2.2億円)
削減汚泥量

肥料収益

(0.95億円)

肥料生産量

( 億円)

7



NSPCORPORATION

NSP Corporation Confidential

電力売却

高効率バイオガス
エンジン発電機

熱利用

釜石市「バイオマス産業都市」構築に向けて

前処理
ユニット
（分別・
選別）

NGU
ナノグライダー

ユニット

嫌気性ダイジェスター

濃縮液

UF膜処理

個液分離システム

ガス利用

メタンガス

バイオマス産業都市（クラスター）概念図

農作物残渣、セルロース、コーリャン
ひまわり、とうもろこし
さとうきび

製造業

水産業

畜産業

農業

くらし

工場有機廃棄物
食品加工場
化学工場
10tで200kw

水産物加工残渣
小魚・残渣
10tで200kw

養豚、養鶏
糞尿処理：豚8頭分で1kw

鶏600羽分で1kw
牛0.8頭で1kw

畜産糞尿：牛1000頭豚1000分で
電気1,313kw
(糞尿処理費４,000円/t)

休耕田
活用

肥料パウダー
窒素・リン・
カリウム

化学肥料
工場

フレームジェット：FJ
瞬間分離乾燥
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「バイオマス産業都市」のイメージ図

未利用材

電力会社

農業用ハウス

ＢＤＦ製造施設

地域エネルギー供給（熱・電気）
耕種農家

一般家庭

小水力発電

福祉施設

学校 会社

温泉施設

畜産農家

剪定枝

食品工場

売電

売電

売電

太陽光発電

木チップ・ペレット製造施設

ボイラー利用

堆肥

生ごみ

廃
食
用
油

バイオガス製造施設
（バイオガス・電気）

木質バイオマス発電施設
（熱・電気）カーボン

オフセット

地域のグリーン産業の創出と地域循環型エネルギーシステムの構築

家
畜
ふ
ん
尿

～地域活性化と雇用創出～

山林未利用材の収集・運搬システム

・路網整備と搬出間伐の一体的促進

・森林施業の集約化
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釜石市 バイオマスメタンガス発電運営試算書

カテゴリ 項目1 項目2 数量 単位 備　　　　　　考
収益・経費削減 既存糞 糞処理損益収支(処理経費削減) 94,900 千円/年 処理費用

電力 発電量 1,261 kW
電力売電年間収益 430,972 千円/年 売電単価(39円/kwh)×発電量×24時間×365日

メタンガス メタンガス販売量 0 N㎥/日
メタンガス販売年間収益 0 千円/年 売ガス単価×ガス販売日量×365日

CO2 CO2取引収益 0 千円/年 CO2取引単価×全発電量×24時間×365日
肥料・液肥 乾燥肥料販売収益 7,303 千円/年 販売単価(5000円/t)×生成日量×365日（現在計算外）

無機残渣ﾘｻｲｸﾙ販売収益 0 千円/年
合計 533,175 千円/年

経費・減収： 既存糞処理 糞処理損益収支(堆肥販売益) 0 千円/年
発生残渣 無機残渣処理費 0 千円/年
電力 バイオマス設備電力 102,063 千円/年

　　内訳：　前処理（残渣受入処理) 38,510 千円/年 16円/kwh：残渣受入設備、混合調整槽、夾雑物破砕設備、NGC設備 など
　　　　　　  発酵槽・発電処理 48,499 千円/年 39円/kwh：嫌気性ダイジェスター、発電機、ガスホルダー設備 など
　　　　　　  後処理（消化液処理） 15,053 千円/年 16円/kwh：UF膜/RO膜設備、フレームジェット設備 など

使用水 井水利用(リサイクル水活用時） 97 千円/年 使用水日量：53t
人件費 人件費：３人 うち技術者１名 25,920 千円/年 1名づつで3交代、24時間・365日
メンテナンス メンテナンス・部品費・経費 など 91,734 千円/年 MCG、ガスエンジン発電機、膜ろ過器、各種タンク、他
合計 219,814 千円/年

収支試算： 313,361 千円/年

設備投資回収： 1,492,011 千円
内訳： 前処理設備（残渣受入設備） 393,444 千円 残渣受入設備、混合調整槽、夾雑物破砕設備、NGC設備 など

発酵槽・発電設備 700,965 千円 嫌気性ダイジェスター、発電機、ガスホルダー設備 など
後処理設備（消化液処理設備） 397,602 千円 UF膜/RO膜設備、フレームジェット設備 など

0 千円

1,492,011 千円

4.76 年 IRR：21%

概略設置面積： 3,500 ㎡ 約 60m×60m
注記： 1.糞分析データを元に試算 4.液肥はRO透過後、濃縮肥液とし、肥料会社へ供給する
　　　　2.向こう3年間の電気買取価格(FIT)は、変わらないことを想定 5.土地造成工事、糞移送用コンベア工事等、既設変電所接続工事は所掌範囲外とした
　　　　3.発電機は、ガスエンジン方式により、発電効率40%とした

差引収益

補助金

初期コスト回収期間

バイオマスガス発電プラントコスト

初期投資金額


